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岩手県陸前高田市広田湾における震災後の底質経年変化
A secular variation of sub-bottom environment after the 3.11 Tohoku Earthquake and
Tsunami disaster around Hirota-Bay
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2011年 3月 11日,東北地方太平洋沖地震およびそれに伴う大津波が発生し、東北地方太平洋側の広範囲にわたり甚大
な被害を受けた。本研究では壊滅的な被害が出た岩手県陸前高田市の広田湾において、音波探査記録と粒度組成の対比
より湾内の底質環境変化を明らかにしながら、今後の海底環境変化を予想することを目的とする。
東海大学では,2012年度よりサイドスキャンソナーによる海底イメージマッピング,スミスマッキンタイヤによる採泥

調査を実施している。以下は 2012年度の調査結果である。➀気仙川の河口付近から沖合にかけて北西-南東方向に強い
反射の部分が帯状に分布している。➁表層堆積物の粒度分析により、気仙川の河口付近では砂礫質の堆積物が分布し、イ
メージマッピングの強い反射の分布と一致している。➂強反射域の南側に弱い反射面に特徴づけられる泥質堆積物が分布
している。

2013年 9月の調査において、河口付近で採取された試料については泥質堆積物であった。これについては同年 7月か
ら 9月にかけて台風による暴浪や陸上における大雨の影響で、気仙川より大量の土砂が運搬され河口付近に堆積し、暴
浪の影響で泥質堆積物の範囲が拡大したことが考える。これらのことから、今後も気象や海象の条件により、底質変化
は顕著に表れると推測される。

2013年から 2014年にかけては、気仙川河口前面における強反射域が狭まる傾向が確認され、表層堆積物においては含
泥率が減少し、含礫率が増加する傾向が見出せる。2014年 11月の河口前面における表層堆積物は 2012年度調査結果と
類似している。一方、強反射域の南側の弱反射域についても、2013年から 2014年にかけて分布範囲が拡大する傾向が
確認され、表層堆積物は含泥率が増加する結果が見出せた。このことについては、河口付近に堆積している泥や細粒砂
が河川水や潮流の影響を受けて沖合方向へ運搬され堆積しているためであると推測される。これらの結果を踏まえ、今
後、河口付近においては礫や粗粒砂の割合が増加する一方で、粒子が細かく淘汰の良い砂や泥が運搬され、堆積してい
ると推測される沖合や湾中央部においては、より泥質に変化すると推測される。
一方、湾中央部に関しては、2012年から 2014年にかけて底質の大きな変化は確認できず,砂質が優勢の底質で推移し

た。2013年度調査において、湾中央部の水深 9m地点で採取されたコアにおける津波堆積物層下の湾内通常堆積物は、砂
泥質であり、現在の表層堆積物とは組成が異なっている。しかし、コア採取地点付近の表層堆積物は、2012年から 2014
年にかけ含泥率が増加する傾向が見られた。今後は、気仙川河口付近における底質変化の影響により、湾奥部において
もより泥質に変化すると推測される。
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